
 

 

 

 

Press Release 
報道関係各位 2021年 6月 28日 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 

 

シュローダー（本社：英国 ロンドン）の日本事業を展開するシュローダー・インベストメント・マネジメント株式会

社は、2021年7月12日に「シュローダー先進国債券ファンド2021-07（限定追加型）」（以下、当ファンド）

を新規設定、運用を開始いたします。三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社が、2021年6月28日から販売取り扱い

を行います。 

 

当ファンドは、先進国＊の企業が発行する米ドル建て債券を主要投資対象とし、安定的なインカム収入の確保

による信託財産の成長を目指します。信託期間約5年の限定追加型の投資信託です。 

＊先進国とは、IMF（国際通貨基金）の定義する先進国・地域に準拠する国・地域をいいます。 

 

資産形成の重要性が叫ばれるものの、超低金利が長引き、預貯金だけで十分な備えをするのは難しい環境に

あります。また、世界的に株式市場は堅調に推移するものの、市場の先行きは見通しにくくなっています。こうした

中、安定的なインカム収益による資産形成に対するニーズ、リスクを抑えた投資に対するニーズが広がっています。 

 

当ファンドは、信用リスクの相対的に低い＊先進国企業が発行する米ドル建て債券を主要投資対象とし、原則

としてファンドの信託期間（約5年）内に満期日を迎える債券に投資し、満期日まで保有することで、債券価

格下落によるリスクを抑制します。 

＊ファンド設定時（ファンド設定当初のポートフォリオ構築が完了するまでの一定期間を指します。以下同じ。）に保有する債券の取得時における

平均格付は投資適格（BBB-）以上とします。 

 

更に、為替変動リスクの抑制にも努めます。ファンド設定時に約5年の信託期間に応じた長期間の為替ヘッジを

行うことで、為替変動リスクの低減と為替ヘッジコスト変動リスクの抑制を図ります。 

 

シュローダーのリサーチ力をいかした運用により、信用リスクを限定しつつ相対的に利回りの高い銘柄を組み入れ

ることで、安定的なインカム収益による信託財産の成長を目指します。 

 
 

■概要 

フ ァ ン ド 名 シュローダー先進国債券ファンド 2021-07（限定追加型） 

商 品 分 類 追加型投信 / 内外 / 債券 

購入の申込期間 
当初申込期間：2021年 6月 28日から 2021年 7月 9日まで 

継続申込期間：2021年 7月 12日から 2021年 7月 30日まで 

設定日 2021年 7月 12日 

信託期間 2026年 8月 10日まで 

決算日 
原則、毎年 8月 10日（休業日の場合は翌営業日） 

※初回決算日は 2022年 8月 10日 

為替リスクを抑えた先進国企業債券への投資 

「シュローダー先進国債券ファンド 2021-07（限定追加型）」 新規設定 



 

 

 

 

収益分配 

年 1回、収益分配方針に基づいて収益分配を行います。 

販売会社との契約によっては、再投資が可能です。 

なお、分配を行わない場合があります。 

販売会社 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

 

■費用 

投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 

当初申込期間においては1口当たり1円に、継続申込期間においては購入申込日の翌営業日の基準

価額に1.10％（税抜1.00％）を上限として販売会社が独自に定める率を乗じて得た額を購入時にご

負担いただきます。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

信託財産留保額 換金申込日の翌営業日の基準価額に0.3％を乗じて得た額を換金時にご負担いただきます。 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

運用管理費用 

（信託報酬） 
ファンドの日々の純資産総額に対して年率0.858％（税抜0.78％）。 

その他の費用・ 

手数料 

法定書類の作成等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用等 

ファンドの純資産総額に対して年率0.11％（税抜0.10％）を上限とする額 

組入有価証券の売買委託手数料、外貨建資産の保管等に関する費用等 

ファンドからその都度支払われます。 

※運用状況等により変動しますので、事前に料率、上限額等を示すことができません。 

※上記の合計額は、投資者の皆様がファンドを保有する期間等に応じて異なりますので、事前に示すことができません。 

※ファンドの概要や手数料等の詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。 

 
 

■リスク情報 

基準価額の変動要因： 

 ファンドは組入有価証券等の価格下落、発行体の倒産および財務状況の悪化、為替変動等の影響により、

ファンドの基準価額が下落し、損失を被ることがあります。 

したがって、投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、

投資元本を割り込むことがあります。ファンドは預貯金と異なります。ファンドの運用による損益はすべて投資

者に帰属します。 

 分配金は、ファンドの純資産から支払われますので、分配金が支払われるとその金額相当分、基準価額は

下がります。また、必ず支払われるものではなく、金額も確定しているものではありません。 

主な投資リスク： 

金利変動リスク、信用リスク、為替変動リスク、デリバティブ取引のリスク、カントリー・リスク、流動性リスク 

※基準価額の変動要因は上記に限定されるものではありません。 

 
 

以上 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

■シュローダー・グループの ESGの取組み 

質の高いコーポレートガバナンス体制を確立し、本業を通じて、変化する環境や社会における課題解決に対応

する企業は、長期的に企業価値の向上と持続的成長が期待できる、という考えのもと、シュローダーは 20 年以

上、ESGの要素を取り込んだ運用を実践しています。 

アクティブ運用会社として、社会や環境にプラスのインパクトを与える真の企業価値向上を促すことで、お客様に

長期的な投資収益をご提供すると同時に、社会全体の利益にも貢献することを目指しています。 

 

■シュローダー・グループの概要 

シュローダー・グループは、資産運用サービスを通じてよりよい未来への貢献を目指す、英国屈指の独立系資産

運用グループです。ロンドン証券取引所に上場しています。1804 年の創業以来 200 年以上にわたり、年金基

金から機関投資家、個人投資家まで、世界の投資家に、長期的な視点に立ち幅広い投資ソリューションを提

供しています。現在、運用資産総額は約 81兆円*に上ります。 

日本とのかかわりは古く、1870 年（明治 3 年）、日本初の鉄道敷設のために日本政府が初めて発行した国

債の主幹事を、シュローダーが務めたことにさかのぼります。1974 年には東京事務所を開設し、日本における事

業の本格的な第一歩を踏み出しました。幅広い資産運用サービスを提供する現在も日本株式運用を事業の

中核の一つに据え、約 150年前と同様、日本の未来への投資を通じて歴史を紡いでいます。 

※2020年 12月末現在。*5,744億英ポンド、1英ポンド＝141.13円換算 

※本資料におけるシュローダー・グループとは、シュローダーplc を直接もしくは間接的に親会社とする会社などを言います。 

 
【本資料に関する留意事項】 

⚫ 本資料は投資の判断を行っていただくためのものではありません。 

⚫ 投資信託は、金融機関の預貯金と異なり、元金および利息が保証されている商品ではありません。投資信託は、預金または保険契約ではなく、預金保険および保

険契約者保護機構の保護の対象ではありません。投資信託は、銀行等登録金融機関でお申込みいただいた場合は、投資者保護基金の支払対象ではありませ

ん。 

⚫ 本資料はシュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社が作成したものです。お申し込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見

書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。 

⚫ 本資料に示されている運用実績、データ等は過去のものであり、将来の投資成果等を示唆あるいは保証するものではありません。投資資産および投資によりもたらさ

れる収益の価値は上方にも下方にも変動し、投資元本を毀損する場合があります。また外貨建て資産の場合は、為替レートの変動により投資価値が変動します。 

⚫ 本資料は、作成時点において弊社が信頼できると判断した情報に基づいて作成されておりますが、弊社はその内容の正確性あるいは完全性について、これを保証す

るものではありません。 

⚫ 本資料に記載された特定のファンドに関する情報は、本資料でご紹介する運用戦略等を説明するための参考情報として記載したものであり、当該ファンドの募集そ

の他勧誘を目的としたものではありません。 

⚫ 本資料中に記載されたシュローダーの見解は、策定時点で知りうる範囲内の妥当な前提に基づく所見や展望を示すものであり、将来の動向や予測の実現を保証す

るものではありません。市場環境やその他の状況等によって将来予告なく変更する場合があります。  

⚫ 本資料に記載された予測値は、様々な仮定を元にした統計モデルにより導出された結果です。予測値は将来の経済や市場の要因に関する高い不確実性により変

動し、将来の投資成果に影響を与える可能性があります。これらの予測値は、本資料使用時点における情報提供を目的とするものです。今後、経済や市場の状

況が変化するのに伴い、予測値の前提となっている仮定が変わり、その結果予測値が大きく変動する場合があります。シュローダーは予測値、前提となる仮定、経済

および市場状況の変化、予測モデルその他に関する変更や更新について情報提供を行う義務を有しません。 

⚫ 本資料中に含まれる第三者機関提供のデータは、データ提供者の同意なく再製、抽出、あるいは使用することが禁じられている場合があります。第三者機関提供デ

ータはいかなる保証も提供いたしません。第三者提供データに関して、本資料の作成者あるいは提供者はいかなる責任を負うものではありません。 

⚫ 本資料を弊社の許諾なく複製、転用、配布することを禁じます。 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 マーケティング部 大沢／菊地 

電話：03-5293-1512／03-5293-1328 

シュローダーPRデスク SchrodersJapanMediaRelations@schroders.com 

 

シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 90号 

加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

mailto:SchrodersJapanMediaRelations@schroders.com

